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議案質疑

議案に賛 成･反 対します討
論 令和６年度一般会計予算

賛成討論（要旨）▲

各種交付金などの利用を見込み、財源確保
に努めている

▲

入曽駅周辺事業は令和７年
３月のまちびらきに向け工事が進められてい
る　

▲

帯状疱疹のワクチン接種助成金は社会
生活に貢献

▲

狭山茶消費拡大補助事業など
農業振興に資する各種団体や事業への継続的
な支援

▲

小・中学校体育館の冷風機設置に
より、安全な学習環境が確保

▲

「書かない
窓口」の導入と「行かない窓口」の推進により
スマート自治体への転換が図られている　▲

次期総合振興計画の策定の着手には入念な
準備を

▲

市制施行70周年事業が「狭山市へ
の誇りと愛着」として市民の心に刻まれ、更な
る未来へと続いていくものと期待

反対討論（要旨）▲

基地交付金は国へ固定資産税相当額の要望
を　

▲

会計年度任用職員のフルタイムは正規
職員採用を　

▲

防犯カメラ100台の運用はプ
ライバシー保護の観点から慎重に

▲

万博は
様々な問題点があり、万博首長連合負担金は慎
重な対応を

▲
保育所・学童保育室の待機児

童解消に向けた対策を

▲

「立地適正化計画」
は集約化される地域以外の住民サービスを低
下させない配慮を

▲

入曽駅整備は総額約45
億円全額が公費、鉄道事業者の負担がないこと
は問題

▲

奨学金は所得・成績要件の撤廃を▲

学校の規模と配置の適正化は市全体の学区
見直しと新設を　

▲

図書館の更新は歴代司書
と共に培ってきた質の高いサービス維持を

採決の結果

市長提出議案／承認（専決処分）一般会計補正予算（第８号、第９号）　人事副市長の選任（𠮷田敦氏）、農業委
員会委員の任命（落合房子氏、浅見誠次氏、仲川知範氏、増田棟順氏、増田茂氏、渡邉隆夫氏、安籐千鶴氏、大野
博文氏、齋藤栄一氏、堀口一男氏、清水芳則氏、森田依見子氏、室岡芳浩氏、下村辰次氏）、固定資産評価審査
委員会委員（清水七都子氏、古谷貢男氏） 条例の一部改正行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例、職員の勤務時
間、休日及び休暇に関する条例、会計年度任用職員の報酬等に関する条例、事務手数料条例、家庭的保育事
業等の設備及び運営に関する基準を定める条例、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例、心身障害者医療費支給条例、介護保険条例、空家等の適正管理に関する条例、水道
事業及び下水道事業の設置等に関する条例、企業職員の給与の種類及び基準に関する条例、水道事業給水
条例、指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例、指定地域密着型サービスの
事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例、指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設
備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例、指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例　補正予算一般会計（第10号、第11号）、国民健
康保険（第２号）、介護保険（第３号）、後期高齢者医療（第２号）　企業会計予算水道事業、下水道事業その他
市道路線（認定２件、廃止１件）

◆全員が賛成した議案

◆賛否が分かれた議案　　　　　　○…賛成、×…反対、討…討論者、議長は採決には参加しません
議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

健政会 公明党 日本共産党 創造 新政みらい 無所属
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27 狭山市介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 〇 ○ ○ × ○

36 令和６年度狭山市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ × × ×

討 × 〇 〇 ○ ○ × ○

37 令和６年度狭山市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

38 令和６年度狭山市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

39 令和６年度狭山市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 × × ○ ○ × ○ ○ × ○
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そこが聞きたい ! !

一般質問のようすは、インターネットで配信をしています。２次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます。
　（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は２年間です）

一　般 質 問

録画配信の
２次元コード

◆災害時に利用できる井戸について
狭山市の地形は河岸段丘で、浅井戸による取水
が可能である。公園などの市有地に災害時に利用
できる常用の浅井戸を設置する考えは。
都市建設部長 地域防災計画に示されている災害
用給水井戸などのほかに、公園の施設として水遊
びなどに利用できる常用の浅井戸の設置につい
ては、災害時などの利用が考えられるが、水質な
どの課題もあることから、関係課と協力し、必要
性や安全性などを研究していく。

◆自助・共助による防災力の向上を
　さく井

せい

（井戸を掘ること）を個人、有志、自治体
などで行うことについての見解は。
　　　　　 災害による被害を減らすには、個人

として備える自助はもとより、地域での助け合い
による共助が欠かせないところであり、日頃の顔
の見える関係づくりが大きな防災力となって、い
ざというときに力を発揮するものと考えている。
さく井について、個人の所有地で行うことは自助
であり、有志や自治会などで行うことは共助であ
るので、特に日頃からの顔の見える関係づくりと
いう点で、地域の方々が皆で一つの事業に取り組
むことは、地域防災力の向上にもつながるものと
考えられ、意義のある活動と考えている。

浅井戸を掘って災害に備える。また、風情も楽しむ
福田　正（健政会）

地下水は心まで豊かにしてくれる危機管理監

録画配信の
２次元コード

◆地域防災計画に掲げた施策の対応状況
　能登半島地震をふまえ、狭山市の防災計画に掲
げた「耐震化率」「避難行動要支援者名簿の策定」
はどのような状況か。　
都市建設部長 令和３年３月末時点の本市の住宅
の耐震化率は92.4％であり、耐震診断、耐震改修の
補助金の交付対象を平成12年５月末以前とする
よう改正を行うなど、耐震化の促進に努めている。
危機管理監 令和５年度における避難行動要
支援者２万2,478人のうち、名簿登載同意者は
8,670人であり、その名簿登載同意者のうち、個別
避難支援計画書の作成者数は783人である。

◆トイレトレーラーの導入を
　災害時に水洗トイレとして使用でき、他県で

の災害の際にも派遣できる「トイレトレーラー」
を狭山市でも導入する考えは。
　　　　　日常に近い
トイレ環境を提供でき
る有用なものであると
認識しているが、導入
手法は研究していく。

◆24時間対応可能なＡＥＤの普及促進を
  市内のＡＥＤは公共・民間施設それぞれで何台
あり、24時間対応可能なのは何台か。コンビニな
どと協定を結び、24時間対応可能なＡＥＤを増や
すことへの見解は。
健康推進部長 公共施設には消防署を含めて152
台、民間施設には約90台、24時間対応可能なＡＥ
Ｄは公共・民間含めて13台である。民間施設と連
携し、設置の拡充を図ることは効果的な取り組み
であると考えている。

地域防災計画－狭山市の防災対応状況は
大沢　えみ子（日本共産党）

その他のテーマ ▼  熱中症特別警戒アラートへの対応

危機管理監

越谷市のトイレトレーラー


